
 

社会福祉法人 清水あすなろ福祉会 

平成 24 年度 風の子保育園 事業報告 

 

新園舎での生活が、丁度 1 年が過ぎました。木の香りの建物のなかで保育・給食が試行

錯誤のなかで実践を積み重ねてきました。引き続き、「一人ひとりの育ちを大切にしよう」

（保育理念）のため更なる実践を積み重ねいきたいと思います。 

新規採用職員４名を迎え、新たな職員集団作りと全職員での学習の場が必要と考えました。 

しかし、建物の不具合も含めた、目前のことに追われ、十分に行うことができず、（ｽﾁｰﾑｺ

ﾝﾍﾞｸｼｮﾝの学習２回 保育制度の学習１回 幼児ﾘｽﾞﾑの実践）計画的に行う必要を感じま

した。 

保育政策では、２０１２年民主党政権下の民・自公の３党合意から「子ども子育て関連三

法」が成立。消費税増税分を財源に待機児童解消のため「子ども・子育て支援新制度」が

２０１５年度から実施されることになりました。これについては、認定こども園の存在・

市町村の保育実施義務を曖昧にした・子どもごとに必要な時間を設定・認定時間をこえて

の保育は追加の保育料を支払う・等公的責任を後退させた内容になっています。保育がサ

ービス業となることによる今後の保育制度改革への危機感を保護者に伝えられなかった

こと、署名活動について目的・やり方等について十分に伝えられなかったなど反省と課題

をふまえ次年度にいかしていきたいと考えています。 

 

① 職員の体制づくりと保育、給食の充実 

全体体制：経営体制・運営体制・保育リーダー体制 

昨年に引き続き、経営体制、運営体制、保育リーダー体制のもと行い、保育については、

現園舎、仮園舎、新園舎の 3 年を見越した体制をクラス主任（保育リーダー）中心に行う

3 年目でした。新たな環境のなか、試行錯誤を繰り返しながら話し合い、それぞれが責任

をもち深みをました３年目でした。 

また、新規採用職員 4 名を迎え、新たな職員集団のなか、新しい建物の中で子どもにと

ってどうなのかという視点で話し合い考えながら保育実践・給食実践を行ってきました。 

② 経営問題 

新園舎総事業費（職員会議にむけて）監査指摘事項・高齢者雇用問題など中心に話し合

ってきましたが、経営問題（運営費と補助金収入の減少と人件費の上昇など）については

目前のことに追われ定期的な会議には至らず、次年度にむけての課題です。 

Ｈ２７年より新システムの導入により経営問題から経営分析までを見通したうえで、今後

の方向性を決めていくために法人と連携をとりながら進めていきたいと思います。 

③ 地域活動について 

一時預かり事業については、年間 300 人を目標に担当者を決め新たに始めた事業です。 

なかでも１・２歳児の保育体験は国基準で 1 人の保育士で 6 人まで見ることができ、 

利用者数を増やすことができたこと、短時間（10 時から 12 時）で 1 時間 300 円給食有は

割安感があったこと、週に 1 回でも子どもが慣れていくことに信頼と安心も得られたこ

と等によりリピーターが増え目標数を達成することができました。 

 

 



＜一時預かりの月別内訳表＞ 

月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

保 育

園 体

験 

5 19 17 44 47 24 31 25 20 4 236 

一 時

預 か

り 

5 2 4 10 22 45 27 13 25 11 164 

合計 10 21 21 54 69 69 58 38 45 15 400 

保育園体験の実態（利用者） 

歳児 男児 女児 合計 

１歳児 １０  ６ １６ 

２歳児 １１  ７ １７ 

合計 ２１ １３ ３４ 

        （地域） 

押切（１０） 梅ヶ谷（４） 柏尾（２） 鳥坂（３） 

山原（２） 石川新町（１） 蜂ヶ谷（１） 下野西（１） 

御門台（１） 北脇新田（１） 弥生町（１） 大内新田（１） 

長崎新田（１） 高橋（１） 楠（１） 能島（１） 

一時預かりの実態（利用者） 

歳児 男児 女児 合計 

０歳（Ｈ24 生まれ） １ ２ ３ 

０歳（Ｈ23 生まれ） ０ ４ ４ 

１歳（Ｈ22 生まれ） ３ ５ ８ 

合計 ４ １１ １５ 

       （利用理由） 

ＮＯ 利用理由 利用数（複数有） 

１ 疾病・傷病・通院  ５ 

２ 出産で入院・安静・産後  ２ 

３ 親族等の看護・介護  １ 

４ 育児の負担感・不安感  ２ 

５ 短時間労働（４時間未満）  ４ 

６ その他（引っ越し・園内行事）  ５ 

 

長時間・土曜保育の保護者対応 

   （長時間保育の実態）（１月末現在） 

朝 0.1 歳 ２歳 3.4.5 歳 夕 0.1 歳 ２歳 3.4.5 歳 

7：00～7：30 2 1 4 3：50～4：10 21 13 45 

7：30～8：00 3 1 8 4：10～4：30    

8：00～8：30 8 3 26 4：30～5：00 1 1 7 

8：30～8：50 17 15 38 5：00～5：30 5 4 10 

8：50～9：10    5：30～6：00 2 1 13 

    6：00～6：30 1 1 1 

合計 30 20 76 合計 30 20 76 

※４０％が長時間保育。６０％が早いお迎え・遅い送り 

 

 



（土曜保育登録者数） 

歳児 ４月 ９月 ２月 

０歳 4 4 5 

１歳 ６ 5 7 

２歳 6 7 7 

３歳 10 10 10 

４歳 ９ 8 9 

５歳 9 9 10 

合計 44 43 48 

※登録者数と実際の利用者数に差がある。 

④新園舎になり、在園生・卒園生・退職職員・保護者などを含め「新園舎を祝う会」

を企画し行いました。 

４月２９日（日） 建設委員・卒園生・保護者・退職職員など関係者…およそ 100 人 

5 月１９日 (土) 在園生とその保護者…およそ 200 人 

今年だけでもおよそ 300 人というかなり多くの方に参加していただきました。これだけ多くの

方が思いをよせてくれていることに深く感謝したいと思います。今一度その重みを感じ、新園

舎に思いや願いを託すための保育実践を積み重ねていきたいと考えます。 

 

＜保護者の意見・要望＞  （1 件） 

① 署名活動について内容から断ったにもかかわらず、2 人の先生に説得された。 

② フェイスブックに明らかに風の子保育園とわかる個人情報がのっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


